









































































































































































































































































































































































以上のような議論を経て， ドイツ民法典 (BGB)は， 1896年 7丹1日に第


























は Entwurfeines burgerlichen Gesetzbuchs， 1896， inEntwurf eines burgerlichen 
Gesetzbuchs， Vorlage an den Reichstag mit Denkschrift， Keip， 1997によった。
3) 本論文第6主義2(1) (b)南山法学30巻 3・4号 53頁。
4) V gl.Denkschri丘zumEntwurf eines Burgerlichen Gesetzbuchs nebst Anlagen 1.ー
IIL， S.242-245. 以下では Denkschriftで引用する。
5) Denkschrift， S.245. 
6) Denkschrift， S.285. 
7) Denksch口氏、5‘286.
8) 以上の経過につき， Vgl. Bericht von Heller (Bayern) vom 19.5.1896.， inHorst 
Heinrich Jakobs und Vγerner Schubert (Hrg.)， Die Beratung des Burgerlichen Ge-
setzbuchs in systematischer Zusammenstellung der unveroffentlichten Quellen， 
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ドイツ民法典 (BGB)における法定相続分および遺留分規定の成立過程 (4・完)
Erbrecht 1. Teilband， 2002， S.99. さらには，シュレーダ-Schroedεr議員による
第 12委員会の報告書である Berichtuber den Entwurf eines Burgerlichen Gesetz-
buchs und des Einfuhrungsgesetzes zu demselben -Nr・87und 87a der Druck信
sachen -. Reichstag Drucksache Nr. 440c. rx Legislaturperiode. rv. Session 
1895/97.， S.2096-7. (以下では「第 12委員会報告書jで引用する)も参熊。
9) Vgl. Bericht von Heller (Bayern) vom 10.6.1896 (zur 2. Lesung)ηin Jakobs und 
Schubert (Hrg.)， a.証.0.，S.99-100. 
10) 本論文第2主 3(3)(b)c)i菊山法学 30巻 1号 25頁以下参照。
1) 本論文第2章3(3) (b)a)南山法学 30巻 l号 22頁以下参照。
12) 以上の経過につき， Vgl. Bericht von HeIIer (Bayern) vom 10.6.1896.， inJakobs 
und Schubert (Hrg.)， a.a. O. S.117. さらには，第 12委員会報告書S.2097-8も参
照。
13) 以上の経過につき，第 12委員会報告書S.2098:It'参照。
14) 以上につき Vgl.Stenographische Berichte uber die Verhandlungen des Reichstags， 
IX. Legislaturperiode当IV.Session. 1895/97. Vierter Band， Berlin， 1896， S.3005-6. 
15) ちなみに， このベルナ-Boerner政府委員は，第 12委員会におけるベノレナー
Borner政府委員と同一人物であると思われる。しかしなぜか第 12委員会について
の記録を掲載した Jakobsund Schubert (Hrg.) ， a.a. O.においてはその名がBorner





16) Stenographische Berichte， a.a. O. S.3006. 
17) a.a.O. 































































































































































1) 本稿の検討によれば， この発想、がみられたのは第 12委員会におけるベノレナ一政
府委員の議論においてのみである(第 7業4(2)参照)。



















































































































































































1) なおこの試訳lこは，神戸大学外国法研究会編『独逸民法 V 相綴法~ (有斐閣，
1955年) 14 頁以下，および太田・佐藤編『注釈ドイツ相続法~ (三省堂， 1989年)
27頁以下を参考にした。
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